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合に病変ありとした。2 ) 多発性ラクナ梗塞は2 病変以上を有する場合に病変あり 
とした。




別紙様式3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
(続紙）
統計解析は、ロジスティック回帰分析を用いて、％1秒量 (FEVA predicted)1標 
準偏差(SD)、％努力肺活量(FVC %predicted)lSD低下あたりのWMLおよび多発ラク 
ナ梗塞発症に対するオッズ比と95%信頼区間を喫煙歴別に算出した。M o del1 では 
BMI、運動習慣、飲酒習慣、高血圧症、脂質異常症、糖尿病、教育歴、職歴を調整変 
数とし、Model 2 では former 及び current smoker を対象に pack-years を、Model 








W M Lにおいて、M o d e l 1 で全対象者および never smoker群において、FEVi% 
predicted、FVC %predictedlSD 低下との関連を認めた。Never s ・ ker は Model 3 
で受動喫煙歴を調整しても関連は有意な結果を示した。
多発性ラクナ梗塞において、M o d e l 1 で never smoker群において、FEVi% 
predictedとの関連を認めた。M o d e l 3 で受動喫煙歴を調整したところ、FEV'/o 
predicted、FVC %predictedにも有意な関連を認めた。





喫煙歴と潜在性脳血管疾患とのinteraction P valueは有意ではなかったにもか 
かわらず、former s・ker群や current smoker群においては有意な関連が認めら 
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学位論文審査の結果の要旨
整理番号 837 氏 名 行 村 瑠 璃 子
論文審査委員
(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体 1 1 ポイント、 6 0 0 字以内で作成のこと
本論文では、 日本人男性における肺機能低下と潜在性脳血管疾患との関連について検討し 
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